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人
事
院
は
８
月
８
日
、
平
成
１９

年
度
の
国
家
公
務
員
一
般
職
の
給

与
に
つ
い
て
、
月
給
を
０
・
３５

％
、
期
末
・
勤
勉
手
当
（
現
行
４

・
４５
カ
月
）
を
０
・
０５
カ
月
引
き

上
げ
る
よ
う
国
会
と
内
閣
に
勧
告

し
た
。
月
給
に
つ
い
て
は
、
１３
年

度
以
来
６
年
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
勧
告

と
な
っ
た
。

人
事
院
勧
告
は
、
国
家
公
務
員

の
労
働
基
本
権
制
約
の
代
償
措
置

と
し
て
、
第
三
者
機
関
で
あ
る
人

事
院
が
民
間
給
与
を
調
査
し
た
う

え
で
公
務
員
と
比
較
し
、
給
与
の

民
間
水
準
と
の
均
衡
を
保
つ
た
め

に
行
わ
れ
る
。
従
業
員
規
模
５０
人

以
上
の
事
業
所
の
う
ち
約
１
万
２

０
０
カ
所
を
調
査
対
象
と
し
、
役

職
段
階
、
勤
務
地
、
学
歴
、
年
齢

が
同
じ
者
同
士
を
比
較
す
る
。

今
回
の
勧
告
で
は
、
民
間
と
の

間
に
格
差
が
生
じ
て
い
る
若
年
層

に
限
定
し
俸
給
表
を
改
定
。
初
任

給
を
中
心
と
し
た
若
年
層
の
基
本

給
を
引
き
上
げ
る
が
、
中
高
年
層

に
つ
い
て
は
据
え
置
き
、
メ
リ
ハ

リ
を
付
け
た
内
容
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
扶
養
手
当
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
も
勧
告
。
民
間
の
支
給

状
況
等
を
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

少
子
化
対
策
の
推
進
に
も
配
慮

し
、
子
に
対
す
る
扶
養
手
当
の
支

給
月
額
を
５
０
０
円
引
き
上
げ
て

６
５
０
０
円
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
２０
年
度
か
ら
、
行
政

の
多
様
化
、
高
度
化
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
制

度
の
新
設
も
求
め
た
。
同
制
度

は
、
国
家
公
務
員
が
培
っ
て
き
た

高
度
で
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を

活
用
す
る
た
め
導
入
す
る
も
の
。

省
庁
内
で
政
策
の
企
画
立
案
等
を

支
援
す
る
業
務
に
従
事
す
る
。

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
に
は
、
本
省

の
課
長
補
佐
や
課
長
級
の
職
員
が

移
行
。
特
定
の
行
政
分
野
や
国
際

交
渉
等
の
分
野
で
、
継
続
的
に

「
調
査
研
究
」
「
情
報
収
集
・
分

析
」
な
ど
の
業
務
を
担
う
。

公
務
員
給
与
に
つ
い
て
は
現

在
、
政
府
に
よ
っ
て
改
革
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
各
種

の
取
組
み
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

１７
年
の
勧
告
時
の
報
告
で
は
、
地

域
間
配
分
の
適
正
化
等
を
図
る
た

め
、
給
与
制
度
の
抜
本
的
な
改
革

の
実
施
が
表
明
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
給
与
構
造
改

革
は
、
１８
年
度
か
ら

俸
給
表
水
準
の
引
き

下
げ
（
４
・
８
％
）
を
実
施
し
つ

つ
、
逐
次
手
当
の
新
設
等
を
行

い
、
２２
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
実

現
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

本
会
の
社
会
文
教
委
員
会
（
委

員
長
�
野
村
栄
・
阿
南
市
議
会
議

長
）
は
７
月
３１
日
、
東
京
・
全
国

都
市
会
館
で
委
員
会
を
開
催
。
去

る
７
月
１２
日
の
理
事
会
で
付
託
さ

れ
た
各
部
会
か
ら
の
要
望
事
項
、

前
年
度
か
ら
の
申
し
入
れ
事
項
等

を
盛
り
込
ん
だ
要
望
を
決
定
し
た

�
要
望
事
項
は
後
掲
。

会
議
で
は
事
務
局
か
ら
、
６
月

１９
日
開
催
の
「
各
委
員
会
合
同
会

議
」
以
降
の
事
務
報
告
を
行
っ
た

の
ち
、
７
月
１２
日
開
催
の
本
会
理

事
会
で
野
村
委
員
長
が
行
っ
た

「
社
会
文
教
委
員
会
活
動
方
針
」

の
要
旨
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。ま

た
会
議
終
了
後
、
正
副
委
員

長
ら
は
要
望
事
項
の
実
現
に
向

け
、
厚
生
労
働
省
な
ど
関
係
各
方

面
に
対
し
実
行
運
動
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
厚
生
労
働
省
医
政
局

の
二
川
一
男
・
総
務
課
長
が
「
医

師
確
保
対
策
の
現
状
と
課
題
」
、

同
省
保
険
局
総
務
課
の
山
本
麻
里

・
老
人
医
療
企
画
室
長
が
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行
に
向
け

て
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

説
明
を
行
っ
た
。

【
決
定
し
た
要
望
事
項
】

１
�
文
教
施
策
�
教
育
相
談
体
制

の
充
実
、
中
核
市
を
は
じ
め
と
す

る
自
治
体
へ
の
公
立
小
中
学
校
教

職
員
の
人
事
権
移
譲
な
ど

２
�
国
民
健
康
保
険
制
度
等
�
医

療
保
険
制
度
一
本
化
の
早
期
実
現

国
保
の
財
政
基
盤
強
化
な
ど

３
�
介
護
保
険
制
度
�
介
護
サ
ー

ビ
ス
基
盤
整
備
へ
の
財
政
措
置
強

化
、
低
所
得
者
対
策
の
充
実
な
ど

４
�
少
子
化
対
策
等
�
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
へ
の
財
政
措
置

拡
充
な
ど

５
�
地
域
医
療
保
健
施
策
�
地
域

の
医
師
不
足
・
偏
在
の
解
消
、
感

染
症
対
策
の
推
進
な
ど

６
�
社
会
福
祉
施
策
�
障
害
者
福

祉
へ
の
財
政
措
置
、
年
金
記
録
漏

れ
対
策
の
推
進
な
ど

７
�
雇
用
対
策
�
地
域
や
若
年
者

の
雇
用
対
策
充
実
な
ど

８
�
生
活
環
境
施
策
�
地
球
温
暖

化
対
策
の
推
進
、
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
へ
の
財
政
措
置
な
ど

中
越
沖
地
震

激激
甚甚
災災
害害
にに
指指
定定

政
府
は
８
月
７
日
、
平
成
１９
年

新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
長
岡
市
、
柏
崎
市
ほ
か

１
町
１
村
を
局
地
激
甚
災
害
に
指

定
す
る
閣
議
決
定
を
行
っ
た
。

今
回
の
指
定
に
よ
り
、
「
公
共

土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
」
「
農

地
等
の
災
害
復
旧
事
業
」
「
森
林

災
害
復
旧
事
業
」
等
へ
の
国
庫
補

助
率
か
さ
上
げ
な
ど
、
特
別
の
財

政
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。

本
会
で
は
７
月
１７
日
、
激
甚
災

害
へ
の
早
期
指
定
な
ど
を
求
め
る

緊
急
要
望
を
行
っ
て
い
た
�
本
紙

１
６
５
９
号
掲
載
。
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社会文教委員長
野村栄（阿南市）

社社
会会
文文
教教
委委
員員
会会
開開
くく
本会

要
望
ま
と
め
実
行
運
動

国
家
公
務
員
給
与

人人
事事
院院
がが
ププ
ララ
スス
勧勧
告告

大竹 邦実

（１） 平成１９年８月１５日 第１６６１号
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坂
戸
市（
埼
玉
県
）

◆
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

昭
島
市（
東
京
都
）

◆
奥
多
摩
・
昭
島

市
民
の
森
事
業

第第
１１００
章章

環環

境境

坂
戸
市
で
は
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
環
境
に
対
す
る
意

識
高
揚
を
図
る
た
め
、
平
成
１６
年

度
か
ら
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し

た
「
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
市
が
独

自
に
取
り
ま
と
め
策
定
し
た
も
の

で
、
大
き
く
「
理
科
系
」
と
「
社

会
科
系
」
に
分
け
て
い
ま
す
。
教

育
現
場
で
学
習
の
ね
ら
い
や
対
象

年
齢
に
応
じ
、
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
選
択
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
に
学
習
の
拠
点
と
な
る
の
は
、

１４
年
１１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
同
市

の
施
設
「
環
境
学
館
い
ず
み
」。
学

習
の
場
と
し
て
知
識
が
「
泉
」
の

よ
う
に
あ
ふ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
込

め
た
命
名
で
、
市
民
か
ら
の
公
募

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
市

民
参
加
の
運
営
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
市
民
か
ら
募
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
が
中
心
と
な
り
、
各

種
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
、

環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
の
企
画
や
運
営
な
ど

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

１８
年
度
に
実
施
さ
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
小

学
生
向
け
の
も
の
が
▽

生
き
物
自
然
観
察
▽
牛

乳
de
は
が
き
（
リ
サ
イ

ク
ル
は
が
き
作
り
）
▽

環
境
っ
て
何
？
（
環
境

問
題
入
門
）
▽
ご
み
減
量
・
資
源

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
―
―
な
ど
の

８
件
。
中
学
生
向
け
の
も
の
で
は

▽
坂
戸
市
の
環
境
▽
地
球
温
暖
化

▽
空
気
と
水
の
話
▽
み
ど
り
の
教

室
―
―
な
ど
の
７
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
「
ね
ら
い
」
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
牛
乳
de
は
が
き
」
で
は
、

使
い
終
わ
っ
た
も
の
で
も
工
夫
次

第
で
有
効
な
資
源
と
し
て
再
利
用

で
き
る
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
に

学
ば
せ
ま
す
。

は
が
き
を
作
る
た
め
子
ど
も
た

ち
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
や
ハ
ン
カ
チ

な
ど
を
用
意
。
�
牛
乳
パ
ッ
ク
を

３０
分
程
度
煮
詰
め
て
冷
ま
す
�
表

と
裏
に
貼
っ
て
あ
る
ビ
ニ
ー
ル
を

剥
が
す
�
爪
の
大
き
さ
く
ら
い
に

小
さ
く
ち
ぎ
る
�
ち
ぎ
っ
た
牛
乳

パ
ッ
ク
に
水
と
洗
濯
の
り
を
入
れ

て
か
き
混
ぜ
る
―
―
な
ど
の
工
程

を
経
た
の
ち
、
紙
す
き
作
業
を
行

い
、
手
づ
く
り
の
は
が
き
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

お
気
に
入
り
の
は
が
き
を
自
ら

の
手
で
完
成
さ
せ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
資
源
を
有
効
に
使
う
た
め
に

も
「
物
を
最
後
ま
で
使
う
」
「
使

い
終
わ
っ
た
ら
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
、
き
っ
と

学
び
取
っ
て
く
れ
た
は
ず
で
す
。

（「
施
策
集
」２
５
８
ペ
ー
ジ
掲
載
）

多
摩
川
や
玉
川
上
水
の
水
と
緑

に
恵
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
ま
ち
昭

島
市
は
、
湧
き
水
も
豊
富
で
地
下

水
１
０
０
％
の
お
い
し
い
水
道
水

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
東

京
で
地
下
水
だ
け
を
水
源
と
す
る

水
道
は
、
昭
島
市
の
み
で
あ
り
、

大
変
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。昭

島
市
は
、
こ
の
豊
か
な
自
然

の
恵
み
を
将
来
に
わ
た
り
享
受
す

る
た
め
に
、
市
内
の
自
然
を
残
す

施
策
だ
け
で
は
な
く
、
市
の
枠
を

超
え
た
自
然
環
境
保
全
に
向
け
、

広
域
的
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
の
１
つ
と
し
て
、

昭
島
市
・
�
東
京
都
農
林
水
産
振

興
財
団
・
山
林
所
有
者
の
３
者
で

５０
年
間
の
分
収
造
林
契
約
を
結
び
、

多
摩
川
の
水
源
地
域
で
あ
る

奥
多
摩
町
の
山
林
に
植
林
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
昭
島
市

の
地
下
水
の
源
と
も
な
る
奥

多
摩
で
、
山
の
保
水
機
能
を

保
つ
た
め
半
世
紀
を
か
け
て

森
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。こ

の
植
林
地
は
、
奥
多
摩

と
昭
島
を
結
ぶ
市
民
の
森
と

な
る
こ
と
を
願
い
「
奥
多
摩

・
昭
島
市
民
の
森
」
と
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
１６
年
９
月
２６
日
に
は
、

昭
島
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業

の
１
つ
と
し
て
、
「
奥
多
摩
・
昭

島
市
民
の
森
」
で
記
念
植
樹
を
行

い
ま
し
た
。
公
募
に
よ
る
約
１
２

０
人
の
市
民
が
参
加
し
、
ケ
ヤ
キ
、

ヤ
マ
モ
ミ
ジ
な
ど
の
苗
木
を
植
え

ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
が
自
然
に
親
し
み
、

市
民
の
森
が
み
ん
な
の
森
と
な
る

よ
う
、
苗
木
育
成
の
た
め
の
下
草

刈
り
や
、
成
長
を
記
録
す
る
植
生

調
査
な
ど
を
行
う
森
林
教
室
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

１９
年
度
の
第
１
回
森
林
教
室
は
、

６
月
３０
日
に
開
催
。
参
加
者
約
７０

人
で
下
草
刈
り
な
ど
を
実
施
し
、

市
民
の
森
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

第
２
回
森
林
教
室
は
９
月
９
日
、

第
３
回
は
１１
月
３
日
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。

森
は
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
、

洪
水
や
渇
水
を
緩
和
す
る
緑
の
ダ

ム
、
土
砂
災
害
の
防
止
機
能
な
ど
、

私
た
ち
に
多
く
の
恵
み
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
と
と
も
に
、
自
然
の

大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

大
切
な
自
然
の
恵
み
が
、
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
引
き
継

が
れ
て
い
き
、
多
く
の
方
々
へ
自

然
環
境
保
全
の
輪
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

（「
施
策
集
」２
７
４
ペ
ー
ジ
掲
載
）

「
平
成
１９
年
度
版
全
国
都
市
の

特
色
あ
る
施
策
集
」
は
、
４
月
２５

日
付
で
全
国
の
議
会
事
務
局
宛
に

送
付
し
て
い
ま
す
。

購
入
は
�
ぎ
ょ
う
せ
い
へ
▽
Ａ

４
判
・
定
価
６
５
０
０
円（
税
込
）

�
０
３
―
５
３
４
９
―
６
６
６
２

平成１９年度版

全全
国国
都都
市市
のの
特特
色色
ああ
るる
施施
策策
集集

―本会編集―

〈７〉

〜
く
ら
し

ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ
く
り
〜
か
ら
紹
介

「奥多摩・昭島市民の森」での記念植樹

牛乳パックではがきをすく子どもたち
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「
総
合
科
」
は
厚
生
労
働
省
が

設
置
を
検
討
し
て
い
る
新
し
い
診

療
科
目
。「
お
腹
が
痛
い
」「
腰
も

痛
い
」
と
い
っ
た
時
に
、
い
く
つ

も
の
診
療
科
を
回
ら
な
く
て
も
、

こ
こ
で
診
察
を
受
け
ら
れ
、
必
要

に
応
じ
て
専
門
医
を
紹
介
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
。

い
ま
私
た
ち
が
目
に
す
る
診
療

科
目
の
数
は
３８
あ
る
そ
う
だ
。「
内

科
」
「
皮
膚
科
」
く
ら
い
な
ら
ま

だ
し
も
「
循
環
器
科
」
「
ア
レ
ル

ギ
ー
科
」
な
ど
は
、
ど
ん
な
症
状

だ
っ
た
ら
ど
の
診
療
科
に
行
く
べ

き
な
の
か
悩
む
こ
と
も
多
い
。
冒

頭
で
例
を
挙
げ
た
よ
う
に
、
い
く

つ
も
不
調
を
抱
え
て
い
る
時
に
は

複
数
の
診
療
科
を
訪
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
も
負
担
だ
っ
た
。
結

局
、
総
合
病
院
に
行
く
こ
と
を
選

ぶ
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

今
回
の
見
直
し
で
は
科
目
数
を

２０
程
度
に
減
ら
し
、
「
総
合
科
」

「
救
急
科
」
な
ど
を
新
設
す
る
こ

と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
気
に
な

る
の
は
「
総
合
科
」
の
医
師
が
看

板
に
ふ
さ
わ
し
い
技
量
を
持
っ
て

い
る
か
ど
う
か
だ
が
、
国
の
審
査

を
通
っ
た
医
師
だ
け
が
名
乗
れ
る

仕
組
み
を
作
る
方
向
だ
そ
う
。

頼
れ
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
が

近
所
に
い
る
の
が
当
た
り
前
。
そ

ん
な
社
会
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

▼
議
長

▽
宝
塚

小
山
哲
史
（
５
・
２５
）

▽
宍
粟

船
曵
順
市
（
５
・
２５
）

▽
筑
紫
野
横
尾
秋
洋
（
５
・
２５
）

▽
石
狩

堀
江

洋
（
５
・
２８
）

▽
加
茂

安
武
秀
敏
（
５
・
２８
）

▽
中
央
（
東
京
）

鈴
木
久
雄
（
５
・
２８
）

▽
墨
田

中
村
光
雄
（
５
・
２８
）

▽
豊
島

吉
村
辰
明
（
５
・
２８
）

▽
文
京

橋
本
直
和
（
５
・
２９
）

▽
杉
並
河
野
庄
次
郎
（
５
・
２９
）

▽
西
予

嶋
川
武
文
（
５
・
２９
）

▽
伊
賀

岩
田
佐
俊
（
５
・
３０
）

▽
佐
野

高
橋

功
（
６
・
１
）

▽
知
多

松
井
卓
朗
（
６
・
１
）

▽
本
庄

林

富
司
（
６
・
４
）

▽
吹
田

和
田

学
（
６
・
４
）

▽
栗
東

野
村
昌
弘
（
６
・
５
）

▽
さ
ぬ
き
三
好
正
志
（
６
・
５
）

▽
千
歳

霍
田
隆
良
（
６
・
７
）

▽
伊
予

�
橋
佑
弘
（
６
・
７
）

▽
秩
父
井
上
十
三
男
（
６
・
８
）

▽
飯
能
加
藤
由
貴
夫
（
６
・
８
）

▽
日
置

畠
中
實
弘
（
６
・
８
）

▽
練
馬

関
口
和
雄
（
６
・
１１
）

▽
奈
良

峠

宏
明
（
６
・
１１
）

▽
栗
原

�
橋
義
雄
（
６
・
１２
）

▽
調
布
広
瀬
美
知
子
（
６
・
１２
）

▽
野
田

鈴
木

有
（
６
・
１２
）

▽
阿
波

三
木
康
弘
（
６
・
１２
）

▽
登
米

庄
子
喜
一
（
６
・
１３
）

▽
田
辺

鈴
木
太
雄
（
６
・
１３
）

▽
甲
州

佐
藤
栄
也
（
６
・
１５
）

▽
芦
屋

畑
中
俊
彦
（
６
・
１８
）

▽
む
つ

川
端
澄
男
（
６
・
１９
）

▽
西
宮

岩
下

彰
（
６
・
１９
）

▽
神
戸

前
島
浩
一
（
６
・
２０
）

▽
加
賀

西
出
清
次
（
６
・
２１
）

▽
島
原

北
浦
守
金
（
６
・
２１
）

▽
山
梨
大
久
保
光
男
（
６
・
２５
）

▽
深
川

北
本
清
美
（
６
・
２６
）

▽
あ
き
る
野
中
嶋
昭
七（
６
・
２６
）

▽
南
ア
ル
プ
ス

小
笠
原

孝
（
６
・
２６
）

▽
能
美
中
野
眞
治
郎
（
６
・
２８
）

▽
市
原

鴇
田
房
暉
（
６
・
２８
）

▽
松
山

砂
野
哲
彦
（
７
・
２
）

▼
副
議
長

▽
宝
塚
大
島
淡
紅
子
（
５
・
２５
）

▽
三
田

坂
本
三
郎
（
５
・
２５
）

▽
宍
粟

田
中
鶴
雄
（
５
・
２５
）

▽
筑
紫
野
佐
藤
政
志
（
５
・
２５
）

▽
石
狩

加
納
洋
明
（
５
・
２８
）

▽
加
茂

安
中

弘
（
５
・
２８
）

▽
中
央
（
東
京
）

鈴
木
幸
子
（
５
・
２８
）

▽
墨
田

桜
井
浩
之
（
５
・
２８
）

▽
豊
島
藤
本
き
ん
じ
（
５
・
２８
）

▽
文
京
堀
内
喜
司
夫
（
５
・
２９
）

▽
杉
並

横
山
え
み
（
５
・
２９
）

▽
西
予

浅
野
豊
重
（
５
・
２９
）

▽
伊
賀
馬
場
登
代
光
（
５
・
３０
）

▽
佐
野

荒
井
仁
市
（
６
・
１
）

▽
知
多

夏
目

豊
（
６
・
１
）

▽
本
庄
高
橋
清
一
朗
（
６
・
４
）

▽
吹
田

六
島
久
子
（
６
・
４
）

▽
栗
東

�
野
正
勝
（
６
・
５
）

▽
さ
ぬ
き
鶴
身

正
（
６
・
５
）

▽
伊
予

大
西

誠
（
６
・
７
）

▽
秩
父

小
櫃
市
郎
（
６
・
８
）

▽
飯
能
大
久
保

勝
（
６
・
８
）

▽
日
置

松
尾
公
裕
（
６
・
８
）

▽
練
馬

宮
原
義
彦
（
６
・
１１
）

▽
奈
良

松
田
末
作
（
６
・
１１
）

▽
栗
原

寺
館
重
義
（
６
・
１２
）

▽
調
布
福
山
め
ぐ
み
（
６
・
１２
）

▽
野
田

木
村
光
雄
（
６
・
１２
）

▽
登
米

及
川
清
孝
（
６
・
１３
）

▽
田
辺

天
野
正
一
（
６
・
１３
）

▽
甲
州

田
邉
民
男
（
６
・
１５
）

▽
福
山

小
林
茂
裕
（
６
・
１５
）

▽
芦
屋

幣
原
み
や
（
６
・
１８
）

▽
西
宮
田
村
ひ
ろ
み
（
６
・
１９
）

▽
神
戸

岡
島
亮
介
（
６
・
２０
）

▽
立
川

守
重
夏
樹
（
６
・
２１
）

▽
島
原

濱
�
清
志
（
６
・
２１
）

▽
山
梨

山
崎
峰
三
（
６
・
２５
）

▽
深
川

田
中
昌
幸
（
６
・
２６
）

▽
あ
き
る
野
石
井

仁（
６
・
２６
）

▽
南
ア
ル
プ
ス

深
澤
米
男
（
６
・
２６
）

▽
河
内
長
野
島
田
洋
行（
６
・
２７
）

▽
市
原
伊
豆
倉
節
夫
（
６
・
２８
）

▽
松
山

菊
池
伸
英
（
７
・
２
）

▼
事
務
局
長

▽
秩
父

小
杉
正
司
（
４
・
１
）

▽
豊
田

倉
地
正
道
（
４
・
１
）

▽
伊
賀

松
永
彰
生
（
４
・
１
）

▽
十
日
町
上
村
良
一
（
５
・
１８
）

▽
練
馬

鈴
木
明
義
（
５
・
２５
）

▽
文
京

原
口
洋
志
（
６
・
１
）

▽
名
張

中
野
栄
藏
（
７
・
１
）

▽
近
江
八
幡
立
岡
功
次（
７
・
１
）

▽
別
府

中
尾

薫
（
７
・
１
）

時の話題 総
合
科

か
か
る
診
療
科
が
わ
か
ら
な
く
て
も
大
丈
夫

議

会

人

事

総

務

省

連続休暇の取得促進

取得しやすい環境づくり

計画表の活用

（３） 平成１９年８月１５日 第１６６１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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昨
年
１２
月
の
日
豪
首
脳
会
議
の

合
意
を
受
け
、
本
年
４
月
に
日
豪

Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
交
渉

の
初
会
合
が
開
か
れ
た
。
具
体
的

な
協
議
は
８
月
に
開
催
さ
れ
る
第

２
回
会
合
以
降
で
行
わ
れ
る
が
、

そ
の
中
で
、
豪
州
政
府
は
農
産
物

も
含
む
関
税
撤
廃
を
強
く
主
張
す

る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

関
税
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
、
日

本
政
府
試
算
に
よ
る
と
、
小
麦
、

砂
糖
、
乳
製
品
、
牛
肉
の
主
要
４

品
目
だ
け
で
も
国
内
生
産
額
は
年

間
約
８
０
０
０
億
円
減
少
し
、
関

連
産
業
へ
の
影
響
を
加
え
る
と
、

更
に
深
刻
な
事
態
に
及
ぶ
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
食
料
自
給
率
が

大
幅
に
低
下
す
る
な
ど
、
我
が
国

の
農
業
・
食
料
は
壊
滅
的
な
打
撃

を
受
け
る
と
予
測
さ
れ
る
。

そ
こ
で
意
見
書
で
は
、
日
豪
Ｅ

Ｐ
Ａ
交
渉
に
当
た
り
▽
農
産
物
の

重
要
品
目
を
関
税
撤
廃
対
象
か
ら

除
外
▽
万
一
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

場
合
は
交
渉
を
中
断
―
―
な
ど
を

主
張
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

近
年
、
本
来
で
あ
れ
ば
数
十
年

に
一
度
と
い
う
レ
ベ
ル
の
異
常
気

象
が
頻
発
し
て
い
る
。
温
帯
低
気

圧
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
洪
水
、
土

砂
災
害
、
集
中
豪
雨
、
竜
巻
な
ど

が
発
生
。
各
地
に
甚
大
な
被
害
が

も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
海

岸
侵
食
の
進
行
や
夏
の
酷
暑
の
例

年
化
な
ど
も
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
現
象
は
地
球
温
暖
化

に
よ
る
疑
い
が
濃
厚
で
あ
る
と
多

く
の
識
者
が
指
摘
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

こ
の
な
か
、
環
境
立
国
を
目
指

す
日
本
と
し
て
は
、
災
害
対
策
は

も
ち
ろ
ん
、
地
球
温
暖
化
を
防
止

す
る
た
め
の
抜
本
的
な
施
策
を
講

ず
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
意
見
書
で
は
、
▽
災
害

に
強
い
堤
防
や
道
路
等
の
基
盤
整

備
▽
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
▽

海
岸
侵
食
対
策
の
積
極
的
推
進
▽

集
中
豪
雨
や
竜
巻
予
報
の
ド
ッ
プ

ラ
ー
レ
ー
ダ
ー
の
増
設
▽
学
校
施

設
や
事
業
所
等
の
屋
上
緑
化
や
壁

面
緑
化
―
―
な
ど
の
対
策
を
強
化

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

議会 全
国
市
議
会
議
長
会
は
こ
の
ほ
ど
、
各
市
議
会
か
ら
任
意
に
送
ら
れ
た
意
見
書
・
決
議
の
写
し
を
も
と

に
、
６
月
定
例
会
を
中
心
に
議
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
（
上
）
で

は
「
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
で
重
要
品
目
を
関
税
撤
廃
対
象
か
ら
除
外
」
を
求
め
る
も
の
が
今
回
、
最
多
と
な

っ
た
。
ま
た
、「
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
対
策
や
地
球
温
暖
化
対
策
の
強
化
」を
求
め
る
意
見
書
も
多
い
。

意見書・決議の議決状況（上） （１９．５．１～１９．７．３１）

決 議
【税・財政】 【 ３９】 【 ０】
○地方税財源の充実・強化 １８ ―
○新しい地方公共団体財政健全化法施行に １３ ―
当たっての地方自治体の現状に考慮
○過疎地域自立促進特別措置法の効力の期 ４ ―
限延長
○「ふるさと納税制度」の創設など ３ ―
○その他 １ ―
【地方行政・議会・選挙】 【 １２】 【 ５】
○障がい者の参政権の保障 １２ ―
○その他 ― ５
【医療・保健衛生】 【 １３０】 【 ３】
○医師・看護師不足の解消 ４１ ２
○乳幼児医療費無料制度の創設など ３１ ―
○国民健康保険に係る国庫負担金の減額算 １０ ―
定措置の廃止
○肝炎問題の早期全面解決 ８ ―
○安全・安心の医療と看護の実現 ６ ―
○後期高齢者医療制度の充実 ６ ―
○リハビリテーションの診療報酬制度に関 ４ ―
する調査と改善
○「がん対策推進基本計画」の早期決定 ４ ―
○地域病院の存続・機能充実 ４ ―
○特定健診・特定保健指導制度の充実 ３ ―
○療養病床廃止・削減と患者負担増の反対 ３ ―
○その他 １０ １
【教育・文化】 【 １６９】 【 ３】
○義務教育費国庫負担制度の堅持 ８５ ２
○教育予算の確保と充実 ４７ ―
○教職員定数の増加 ９ ―
○高校教科書検定における沖縄戦「集団自 ８ ―
決」の正しい記述
○学級規模の縮小・弾力化、３０人規模学級 ６ ―
の実現
○公立高校の存続 ５ ―
○私学助成の充実 ２ ―
○その他 ７ １
【農林・水産】 【 １６６】 【 １】
○日豪ＥＰＡ交渉で農産物の重要品目を関 １１７ ―
税撤廃対象から除外
○森林・林業・木材関連産業の振興 ２９ ―
○ＢＳＥ対策の財政措置の継続 ９ ―
○都市農地の保全 ３ ―
○違法伐採問題への取り組み強化 ２ ―
○その他 ６ １
【公害・環境保全】 【 １２６】 【 ２】
○異常気象による災害対策や地球温暖化対 １１２ ―
策の強化
○廃船処理に係る助成制度の充実 ６ ―
○その他 ８ ２
【合計】 【 ６４２】 【 １４】
【総合計】 【 ９８２】 【 ４０】
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